
 

 

 

 

 

 

新年度となりました 

 

いつもニュースレターをお読みくださりありがとうございます。おかげを持ちまして、

2009 年度も若者自立支援センター埼玉の運営をさせていただくことができました。

過去3年間のセンター事業を通じ、多くの若者が次の一歩を踏み出していきました。

時折、社会人となった若者が、近況を伝えるためにセンターに立ち寄ってくれますが、

「他者と話すことが苦手」「働き続けられるか不安」と思い悩んでいた頃とはまるで別

人です。本当に驚くほど成長されているのがわかります。 

これまでに蓄積したノウハウ、重ねた経験を活かし、私たちスタッフ一同、今年度も

精一杯支援活動に取り組んでいく所存です。若者自身もさまざまな悩みを抱えてい

ると思います。同じように、もしかしたら若者以上に、保護者の皆様も心の内に悩み

を抱えていると思います。少しでも、保護者の皆様のお役に立てるよう、努力してま

いります。お一人、またはご家族で悩みを抱えることなく、お気軽にセンターを活用し

ていただければ幸いです。 

 

 

支援内容が一部変更となります 

 

 新年度から、センターの支援内容が 

一部変更となります。特にここで 

お伝えさせていただきたいのは、 

センター利用者同士が自由に語り 
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グループワーク風景 



合える「交流スペース」の廃止です。 

これまでは開所時間中、「交流スペース」を常設しておりましたが、新年度からは、

必要に応じて「交流スペース」を運営する形式となります。 

このことをセンター利用者に伝えたところ、最初は少し不満の声も聞かれましたが、

「いつまでもここに甘えてはいけない」「自分もこれをきっかけに一歩踏み出したい」

などの前向きな言葉もいただきました。これら利用者の声を真摯に受け止めながら、

利用者個々のニーズに合わせた支援を行ってまいります。 

 

より幅広い情報提供に努めます 

 

新年度より、ニュースレター送付に伴い、保護者の皆様により幅広い情報を提供し

ていくのがよいのではないか。このようなスタッフの声を反映し、埼玉県はもちろん、

近隣地域の有益な情報もお伝えしていきたいと考えております。当然のことながら、

若者自立支援センター埼玉も万能ではございません。 

保護者の皆様、若者の状況に応じて必要な支援というのは異なってきます。ちょっ 

                             と離れたところであっても、皆様に 

                            とってセンター以上に有益な事業に 

                             取り組んでいる支援機関・支援団体 

                             があるかもしれません。 

                             私たちは、日々の支援活動を通じ        

                             埼玉県内はもちろんのこと、近隣地 

                             域、全国の支援機関、支援団体との 

                             ネットワーク構築に努めています。そ 

                             れら支援ネットワークで共有された情 

                             報を、保護者の皆様とも共有していき 

                             たいと考えています。 

困ったこと、悩んでいることがありましたら、抱え込まず、電話やメールなどで「若者

自立支援センター埼玉」までご連絡ください。 

                           （文責/センタースタッフ・山村 彰子） 

 

 

個別相談風景 





ならないのは、“期限の区切り”が漠然としていては意味がなくなってしまい

がちなことです。 

 センター利用中の方から「今年中には働き始める」という目標をよく聞きま

す。とても素晴らしい目標ですが、残念ながらこれだけ漠然としていては、現

実に到達することは困難です。なぜなら、“期限の区切り”としては長期的過

ぎるからです。 

 5 月や 6 月の時点で、半年も先を漠然と目標にしてしまうと、「まだ時間が

ある」という安心感に繋がりかねません。「今年中に働き始める」を目標にし

たいのであれば、大きな目標に繋がる小さな目標も同時に必要です。 

ステップアップ方式 

 働き始めるためには何が必要で、それをいつまでにやるのか。一つひとつの

ステップごとに目標を立てなければなりません。そして、小さなステップをク

リアしていく過程で達成感を得続けなければなりません。 

 社会的ブランクが長い方は、①定期的に外出する②その回数を増やす③他人

に慣れるための講座に参加する④労働体験講座などに参加する⑤短期や短時

間のアルバイトをする⑥長期や長時間の仕事に切り替えるなど、働くまでのス

テップをたくさん作り、それぞれに期限を設定します。二か月以内に①をやり、

その次の二か月で②を終えるといった感じです。 

達成感 

ステップアップ方式では、一つひとつの目標期間が短く、最終目標に達成す

るまでに多くの達成感を得られます。「就職する」という大きな目標だけであ

れば、週３日のアルバイトも目標末達状態でしかありません。しかし、ステッ

プアップ方式の場合、アルバイトを始められたという達成感と、確実に前進し

ている自分を実感できるわけです。 

個人でこのような目標設定を的確にしていくことは難しく、また、達成感を

共有できる仲間もいません。センターでは、ステップアップ方式の目標設定も

お手伝いしています。もちろん、子どもの自立に向けて、保護者が小さな目標

を立てることのお手伝いも差し上げています。 

困ったこと、悩んでいることがありましたら、抱え込まず、電話やメールなど

で「若者自立支援センター埼玉」までご連絡ください。 

                           （文責/センタースタッフ・山村 彰子） 



 

 

 

 

 

 

保護者の皆様へ 

数週間前に名字が変わりました。電話に出るときに大きな戸惑いと小さな照

れくささを感じている工藤（旧姓山村）です。 

さて、先月のニュースレターでは“期限の区切り方”についてお伝えしまし

た。「さっそく実行しました」と連絡を下さった方もいました。ささやかなら

がお役に立てた充実感を味わっています。今月は保護者だけでも始められる

“わが子の自立“への道のりについてお伝えしたいと思います。 

『諦めないで』 

子どもが何もしていない状態が何年も続くと、初めはすぐにでも働くように

促していた保護者も、だんだんと疲れがたまってきます。「うちの子はもう社

会には出られないのではないか」「親がいなくなっても生活ができるように、

いまのうちにお金を残してあげよう」などという考えが頭を過った経験をされ

た方も少なくないのではないでしょうか。 

センターを利用する若者のなかには、10 年以上ひきこもり状態で、一度も

働いたことがない方や、中学校から不登校で社会的に孤立していた方もたくさ

んいます。しかし、センターに通うようになって、徐々にではありますがアル

バイトから社会参加を始めている方もいます。いままで短期間のアルバイトし

か経験していない若者が、正社員として就職をしています。ゴールが見えない

状態でがんばり続けるのは大変なことですが、諦めてしまった時点で自立への

道は遠ざかります。諦めないでください。 
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『“待つ”と“放置”の違い』 

「諦めないで」といわれても、もうどうしてよいのかわからなくなっている

保護者もいるかと思います。わが子から文句を言われ、無視をされても、働く

ことを言い続ける。勘違いしがちですが、これが「諦めない」ことの唯一の証

だと、私は考えていません。 

親としての「諦めない」の在り方は、若者の状況によって異なります。背中

を押されることを必要とする若者もいれば、“待つ”ことがとても大切な若者

もいます。いまはどういう状況なのかを見分けるポイントの一例を紹介します。 

携帯電話を想像してみてください。当然、使っていれば電池はなくなります。

つまり、携帯電話の電池切れが“動けない”状態です。もう一度使えるように

するためには“充電”が必要になります。充電のためには、充電器につないで

しばらく待たなければなりません。この充電時間が“待つ”ことなのです。 

 当たり前のことですが、電池切れの携帯電話は、充電しなければいつまで経

っても使うことができません。机の上に置いておけば勝手に充電されるなどと

いうことはありません。“放置”していれば何とかなるということはないわけ

です。 

携帯電話を充電する際の電源はコンセントです。これが人間になると“社会”

がコンセントの役割となります。特にひきこもりがちの若者は、“誰か”がコ

ンセントにつないであげなければなりません。放置状態で何か変化が起こるこ

とはありません。わが子を想う保護者になりますと、支援期間や親の会などが

コンセントであり、そことつながることで「諦めない気持ち」が充電されてい

きます。わが子が、または、保護者自身がいま“放置”状態になっていません

か？ 

もし、保護者も子どもも充電が完了しているのであれば、“待つ”から“動

く”時期となります。ただし、むやみに動き出せばよいものではなく、それぞ

れに動き方、背中の押し方があります。若者自立支援センター埼玉では、保護

者相談や家庭訪問を通じて、若者の自立支援を実施しております。保護者の方

だけの相談も受け付けております。 

困ったこと、悩んでいることがありましたら、抱え込まず、まずは電話やメー

ルなどで「若者自立支援センター埼玉」までご連絡ください。 

                           （文責/センタースタッフ・工藤 彰子） 



 

 

 

 

 

 

保護者の皆様へ 

暑い日が続き、夏ばて気味の工藤です。さて前回のニュースレターでは○○

についてお伝えしました。今回は、センターの活動の一部をお伝えしたいと思

います。 

キャリア・コンサルタント向けの研修会で講演をしたとき、「なぜ彼らは働

かないのか？」「怠けているだけではないのか？」という質問を受けました。

しかし私が毎日接している若者の多くは、働きたいのに動き出すことができな

くなってしまっている若者です。働けている方にはなかなか理解されにくい部

分ではありますが、彼らは「働かない」のではなく「働けない」のです。 

学生時代や社会人になってからの“人間関係”が原因で身動きが取れなくな

ってしまった方、長いブランクや未経験ということで面接で落とされてしまっ

た方、繰り返しの失敗のため自信を失ってしまった方です。「働けない」若者

が働けるようなるために当センターではステップアップ方式の講座や面談な

どさまざまな工夫をしています。 

過去のニュースレターで「働く」と「働き続ける」ことの違いについてお伝

えしました。私たちが目指しているのは、「働き続ける」支援です。仕事を見

つけるだけの支援ではなく、現在働けていない若者が仕事を始め、そして続け

ること。また何からの事情で仕事を辞めても、次の仕事に繋がることです。実

際に働き始めた方からは、「今でも続いています」という嬉しい報告も聞こえ

てきます。 

しかし「働けない」若者の中には、就職活動に必要な物品をそろえることが

できない状況にあることがわかりました。例えば、それは「面接に着て行くス

ーツがない」のです。 

「若者自立支援センター埼玉」より「保護者の皆様」へ 
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スーツがないから面接に行けない。面接に行けないから働けない。働けない

からスーツを買えない。彼らの「働きたい」想いの実現のため、当センターで

は無料でスーツを貸し出すことにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

困ったこと、悩んでいることがありましたら、抱え込まず、電話やメールなど

で 「 若 者 自 立 支 援 セ ン タ ー 埼 玉 」 ま で ご 連 絡 く だ さ い 。                           

（文責/センタースタッフ・工藤 彰子） 
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保護者の皆様へ 

13 年ぶりに地元のお祭りに行く計画を立てている工藤です。さて前回のニュ

ースレターでは、若者支援活動の一部であるレンタルスーツについてお伝えし

ました。今回は、『目標と目的』についてお伝えしたいと思います。 

『目標と手段』 

有効求人倍率が 1.0 を大幅に下回るなか、就職活動が思うように捗らないこ

ともあります。そんな逆風にも負けず、センターやハローワークなどに通うな

どして、就職活動を続けている方も多いのではないでしょうか。 

雇用情勢が非常に厳しいと言えども、行動しなければいつまで経っても仕事

には就けません。実際に何度も面接で落ち続けた 27 歳の男性が、諦めずに就

職活動を続けたのちに正社員として採用されました。長年ひきこもり経験があ

り、職歴もほとんどない方でした。彼が就職できたのは、「働く」という目標

を持ち続け、何度面接に落ちても諦めずに粘り続けたからでした。 

初めは予定していた相談日に来られなかったり、ワークショップに参加できな

かったりと、センターに通うことさえ大変でした。しかし、家から出られるよ

うになってから 3 年間、「働く」という目標をぶらさず、センターに通い続け

ました。 

来所へのハードルが下がってくると、スタッフと一緒に必要な講座やトレー

ニングをセンター内外で探し、その目標に合わせて参加するようになりました。

彼にとってセンターに通うこと、仕事のトレーニングを受けることは「働く」

という目標を達成するための手段でした。彼はセンターとトレーニング機関を

経由して職場にたどり着きました。 

「若者自立支援センター埼玉」より「保護者の皆様」へ 
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『目標と目的』 

就職支援機関を利用することを、「働く」ための手段と考えている方は、保

護者の方や若者にもたくさんいます。しかし、実際にはそういった機関を利用

することが日々の目的となっている方もいます。「何もしないのは不安だから、

とりあえず就職支援機関へ行ってみよう」「子どもがセンターへ通っているか

ら安心」と感じている方もいるのではないでしょうか。 

もし、通うことが「目的」でもあり、「目標」にもなってしまいますと、本

来あるべき目標の、「働く」にたどり着くことが難しくなります。なぜなら「目

的」は通うことで達成されてしまうからです。保護者の方がどんなに待っても、

スタッフが次のステップを促しても、通うことが「目的」になってしまった若

者は、達成感と満足感でいっぱいになります。つまり、動きが止まってしまう

のです。 

では、どのようにして通うことそのものを「目的」にしないようにすれば良

いのでしょうか。センターでは、各講座終了後や必要に応じて、個別の振り返

り面談を行っています。その中で、「目標」を繰り返し確認します。「目標」が

確認できない場合は、目標を考えてもらいます。今すぐに働くことをイメージ

できない若者には「いつかは働きたい」といった目標も認めています。 

他にも、「今の自分が働くために必要なもの」を考える必要があります。定

期的に“通う練習”が必要な若者は、「通う」ことが次のステップへの「手段」

となります。そして通えるようになった時点で、次の段階で達成するべきこと

を一緒に確認します。コミュニケーションに不安があれば、グループワークに

参加をする。働く練習が必要であれば、職業体験や職業訓練校を促します。支

援機関はあくまでも就職における経由地点とし、目標に向かって動き続けるこ

とが大切です。 

通うことが「目的」になりやすい若者の場合、センターだけではなく家庭で

の助けも必要になってきます。しかし、家庭内だけでは「目的」なのか「手段」

なのか分かりづらい場合もあります。通うことが目標になっていると感じたら、

もう一度センターにご相談ください。また、こちらから保護者の方へご協力を

お願いすることもあります。 

困ったこと、悩んでいることがありましたら、抱え込まず、電話やメールなど

で「若者自立支援センター埼玉」までご連絡ください。                            

（文責/センタースタッフ・工藤 彰子） 



 

 

 

 

 

 

保護者の皆様へ 

この頃、「仕事が決まりました！」という連絡を受けるたびに、喜びで顔が

にやけてしまう工藤です。さて前回のニュースレターでは、『目標と目的』に

ついてお伝えいたしました。今回は、『働くための三軸』についてお伝えした

いと思います。 

[しっかりとした軸] 

雇用情勢が厳しいなか、「仕事決まりました！」という連絡をくださる若者

が多数います。働いた経験がほとんどないながらも仕事を得ることができた彼

ら／彼女らの「就職活動」をみていると、三つの共通点とそれぞれの「軸」に

気がつきます。 

一点目は、彼ら／彼女らが「働きたい」や「このままでは嫌だ」という気持ち

を強く抱いていることです。表面的には「自信がない」「できることなら働き

たくない」と言っても、本音を聞けば、「仕事をしたい」「このままでは嫌だ」

と話します。現状の不安、働くことへのイライラ感も、本音にある「働きたい」

という“しっかりとした軸”があるからこそ表出する感情なのでしょう。 

 

[方向性ある軸] 

二点目は、進路に関してしっかりと“方向性”を持っていることです。もちろ

ん、働いた経験値が少ないわけですから、「やりたい仕事」「理想的な働き方」

「適職」を見つけ出すことは難しいことです。「○○社でエンジニア採用を希

望します」という明確な目標があるに越したことはありませんが、曖昧であっ

ても、方向性があることが重要です。「仕事内容はよくわからないけれど事務

作業がしたい」や「ゆくゆくは安定した生活ができる働き方を希望します」な

「若者自立支援センター埼玉」より「保護者の皆様」へ 
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どで十分です。この曖昧模糊としながらも“方向性ある軸”を持つ若者は、動

き始めるきっかけと、動き続けるチカラを有していることが多いのです。 

[柔軟性ある軸] 

最後の共通点は、一歩踏み出す決心です。正社員として働きたいと考えていて

も、職歴がなかったり、ブランクが長い若者は、なかなか採用してもらえない

のが現状です。そのときに柔軟な考え方ができる「軸」の有無が大きく就職活

動に影響します。最初から理想的な働き方や希望の職種を目指すのではなく、

それをゴールと位置付け、そこに到達するための一歩をどう踏み出すことがよ

いのかを考えられる柔軟性です。最初は理想とかけ離れた仕事かもしれません。 

正社員希望だが、一日 3,4 時間、週 2,3 日のアルバイトから始める。事務職希

望だが、軽作業から始めてみる。最初の一歩を踏み出し、その経験と成功体験

を持って二歩目、三歩目とゴールを目指す気持ちになれるかどうか。 

一歩目、二歩目は理想から遠くかけ離れ、途中で投げ出したくなることもある

かと思います。それでも「柔軟性ある軸」を持っている若者は、着実にゴール

に向かって歩を進めていけるのです。就職難の現在でも仕事を決めている若者

には、これらの共通点および「三軸」を見出すことができるのです。 

センターに来ている若者で、最近仕事に就いた方々には、当初希望していた職

種とは異なる仕事に就いているケースが少なくありません。彼ら／彼女らの多

くは、長期に渡り、他者との関係性を持つことができませんでした。そこで、

まずは生活リズムを整え、対人関係をうまく構築できる講座に、定期的に参加

しました。そこがスタートラインだったのです。 

 

現在の職場で働き続けたいとは考えていないが、継続力の涵養を近い目標とし、

次の仕事に就くための経験作りを目指している若者が多くいます。自分なりの

ステップアップをしていきます。彼ら／彼女らは「働くための三軸」があった

からこそ踏み出せた最初の一歩から、着実に歩を進めているのです。 

困ったこと、悩んでいることがありましたら、抱え込まず、電話やメールなど

で「若者自立支援センター埼玉」までご連絡ください。                            

（文責/センタースタッフ・工藤 彰子） 



 

 

 

 

 

 

保護者の皆様へ 

１０月も半ばを過ぎ、「食欲の秋」で満腹、「運動の秋」を満喫している工藤

です。皆様は何か秋らしいことをしていますか？ 

毎月のニュースレターでは、保護者の方々と若者に“お伝えしたいこと”を

書いてきました。「毎月の支えにしております」など、多くのお言葉を頂戴す

るたび、微力ながらもお役に立てている喜びを感じております。さて、今回は

もう少し「若者自立支援センター埼玉」についての詳細を知っていただきたく、

当センターが主催している講座について触れてみたいと思います。 

『スモールステップ』 

センターに来所される若者が抱える悩みはさまざまです。10年間誰とも言葉

を交わさなかった方。長期間正社員として働いていたが辞めてしまった方。学

校を卒業してからなんとなく過ごし、客観的に自分を見たら強い焦りを感じた

方などです。今すぐに就職活動を始められる方がいる一方で、“通所の練習”

から始めなければならない方もいます。 

通所練習が必要な若者には、センターに慣れるために、スタッフと時間を区

切って“会話”をします。最近身の回りで起こっていることや、趣味の話題な

ど、仕事とは直接結びつくわけではないが、本人が話やすい内容が多いです。 

通所練習が終了した方や、それが必要のない方には、「コミュニケーション

連続講座」をお勧めしています。コミュニケーション講座では、働くために必

要な会話力はもちろん、決まった時間“拘束される”練習にもなっています。

また、同じような状況の若者と時間を共有することで、彼ら／彼女ら同士でし

かできない情報交換が可能となります。最初は辛そうに参加していても、講座
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が進むにつれて笑顔を見せたり、元気な姿で自宅に戻る姿がそこにはあります。 

『ビッグステップ』 

コミュニケーションに自信がつけば、次は「仕事体験」です。働くことの楽

しさを知る「働楽」講座では、地域の清掃活動を通じて「報告・連絡・相談」

の必要性を確認し、他者への気配り、配慮ができる人材への成長を目指してい

ます。 

企業での就職経験を積む機会が得られなかった若者には、「ビジネスマナー

講座」がお勧めです。どのような契約形態・働き方であっても、中途採用の場

合には、ある一定程度のビジネスマナーを身に付けていることが期待されてま

す。新人研修を受ける機会は少ないと思われますので、社会的ブランクをフォ

ローするために、もう一度社会に出る前にビジネスマナーを習得できる機会を

作りました。 

「自分がどの程度社会で通用するのか確認したい」若者には「職場体験」が

あります。1 ヶ月間の「上級コミュニケーション講座」の後、4 日間の職場体

験を行います。どんな仕事が向いているのか分からない方にもお勧めです。職

場体験を通じて得た“感覚”を大切にしながら、今後の進路相談を行っていま

す。 

---新規プログラムが始まります--- 

来月 11 月から、独立行政法人雇用能力・開発機構ならびに県内専門学校と

連携し、5 ヶ月間、パンの製造技術を習得するトレーニング（無料）講座が開

設されます。最初の 1ヶ月間は当センターで、働くために必要なビジネスマナ

ーや職業理解など基本的な就職活動スキルを養います。その後 3ヶ月間は埼玉

福祉専門学校にてパン作りの基礎を学び、最後の 1ヶ月はパン屋さんに実習に

行きます。長期に渡るトレーニングプログラムですが、一定程度の技術習得や

物作りに興味／適正のある若者には就職への近道であると考えています。 

 

困ったこと、悩んでいることがありましたら、抱え込まず、電話やメールな

どで「若者自立支援センター埼玉」までご連絡ください。                           

（文責/センタースタッフ・工藤 彰子） 

 



 

 

 

 

 

 

保護者の皆様へ 

寒い日が続き、冬眠したい気分の工藤です。皆様はいかがお過ごしでしょうか。 

さて、前回のニュースレターでは当センターが主催している講座についてお伝えいたしまし

た。今回は、センターに通い、就労を目指している若者の声をお届けしたいと思います。 

 ※ ご本人から掲載許可をいただいております 

『センターに来る前は何をしていましたか？』 

A: あるひきこもり支援施設に長期間所属していましたが、効果がなくやめてしまいました。 

その後、5年ぐらい何もしていませんでした。 

B: 中学 1 年生からひきこもりです。中１のとき、“学校に行くのが面倒”になり、以来人

生の半分くらいひきこもりの生活をしています。2年くらい前に働いたのですが 1ヶ月

で辞めてしまいました。 

『センターに来たきっかけは？』 

A: 一人では限界だと感じたからです。父がセンターの情報を得てきました。4月に聞いた 

のですが、以前通っていた施設のイメージが強く、8月まで来ることができませんでし

た。その当時はこころにゆとりがなかったと思います。 

B： 僕はフラッと来ました。A さんと同じで、一人でいるとダメだと思っていたときに、

親が「インターンシップとかできるところがあるらしいよ」と教えてくれました。 

ハローワークプラザ川口に来たついでに、3 階（センター）まで来たことが運命の別

れ道でした。以前は「答えがないことが答え」と思いこんでいました。今は、「答えを

探しに行かなければダメ」だと思っています。 
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『センターに来た感想は？』 

A: 最初は「なーにやってるの？」と感じました。斜に構えていたところもあったと思いま

す。また、「苦しんでいるのは自分だけ」と思っていたところがあったのですが、「みん

な苦しんでいるんだ」と分かり、何とか継続することができています。 

継続しているうちに生活リズムが変わりました。以前は昼夜逆転の生活で、それだけで

やる気をなくしていました。家のなかにずっといると、普通のこと（歯を磨いたり、お

風呂に入ったり）もしなくなっていました。それが今では「自分のなかでできることを

ひとつひとつやってみよう」という気持ちになっています。また、他人と触れ合うこと

がいい刺激になっています。いい意味でのバカをやってみようかと「元気だった頃の自

分」を思い出してきました。誰もが、初めからひきこもりだったわけではないのです。 

B: 利用している人の経歴がバラバラなのが面白いと思いました。学生のままひきこもりに

なった人もいれば、元警察官の人もいます。いろいろな人の話を聞け、刺激になります。

今はネット社会のお陰で「ニートは自分だけではない」ということを知っている人も少

なくないと思いますし、PC の画面を通じて「会話」もできます。でもそれだけでは何

も手に入らないことに気がつきました。また、スタッフもバランスが取れていると思い

ます。「アイアンスマイル」なひともいれば「スキだらけ」のひともいます。また良い

意味でマニュアル通りに対応しないところも気に入っています。 

『これから来る方へのメッセージをお願いします』 

A: 少しでも迷っているのであれば利用するべきだと思います。周りの利用者がどんどん変   

わっていくので自分も負けられないという気持ちになるし、良い意味での刺激になりま

す。１％でも可能性があるなら来たほうが良いと思います。 

B: 僕はやる気がなかったし、働く自信もなかったのですが、「何かやらなくては何もでき

ない」「20 歳になったら自動的に大人になるわけではなく、何かやらなくては大人にな

れない」と気づきました。センターでは、今まで自分ひとりで背負い込んでいたものを

一緒に持ってくれるひとたちがいます。また、他のセンター利用者と交流し、ひとり、

ふたりと仕事を始めると相乗効果で自分も何かしなくてはと思い始めました。 

インタビューに応じていただいた若者のうち 1名は、つい先日、仕事が決まりました。も

う 1 名は目標に向かって 5 ヶ月間の長期プログラムに参加しています。「何かやらなくては

何もできない」の言葉通り、まずは「来る」ことから始めてみませんか。 

困ったこと、悩んでいることがありましたら、抱え込まず、電話やメールなどで「若者自

立支援センター埼玉」までご連絡ください。                           

（文責/センタースタッフ・工藤 彰子） 



 

 

 

 

 

 

保護者の皆様へ 

今年も残りわずかとなりました。2009 年の初めに立てた目標が思い出せない

工藤です。皆様は、年初に立てた目標を達成できましたでしょうか。 

「新しいきっかけが生まれる時期」 

この時期になると、若者の思考が二極化しがちです。「今年も動き出せなかっ

た」「目標を達成することができなかった」と後ろ向きに考えるタイプの若者

がいる一方、「来年こそは動き出す」「次回のチャンスは逃さない」と前向き

に一年を終えるタイプの若者がいます。 

これは性格にかなり影響されますので、どちらがよいとは一概に言うことは

できませんが、支援者としては、若者自身が翌年に良い自己イメージを持っ

て年末を過ごしてもらいたいと思います。 

この数週間は、新しいきっかけが生まれやすい時期です。ただ、残念ながら

支援者として年末年始を若者と関わり続けることはできません。だからこそ、

保護者の方々には、彼ら／彼女らが“来年の自分”に良いイメージが持てる

ような雰囲気を家庭内で作っていただきたいのです。 

「“行く年“はできたことを確認する」 

年の瀬が差し迫ると誰でも今年（2009 年）を振り返ります。やろうと思って

いたけれどできなかったこと。意を決して始めたけれど続かなかったこと。

習い事や勉強、ダイエットや日記などにチャレンジしてみたものの、どこか

でやめてしまった経験は誰にでもあるものです。 

もしかしたら、ご家庭の団欒の際、今年を振り返るような話になったときは

ぜひ、“できたこと”を確認してあげてください。私たちが支援する若者は、
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できなかったこと、やれなかったことを頭の中で繰り返してしまうひとが多

い気がします。しかし、過ぎ去ったことをいくら考えても何も変わりません。

ですので、保護者の方々には彼ら／彼女らのできなかったことは聞きつつ、

できたことは何なのか。チャレンジしてみたことがあったのではないか、と

いったように、子ども自身が成長したエピソードを引き出し、それを肯定し

てあげてほしいと思います。 

「“来る年“への期待はし過ぎない」 

新しい年（2010 年）を迎えて、誰もが自分自身に期待します。こういう自分

になりたい。あれができるようにしたい。理想の自分をイメージしながら、

そのイメージに到達するためには何をしなければならないかを考えたりしま

す。 

良いイメージを持って一年を終えるのは素晴らしいことです。子どもの成長

に保護者は期待をします。しかし、心から子どものことを想っているからこ

そ、彼ら／彼女らに過度な期待を込めた言葉を投げかけてしまうことがあり

ます。時には、「そのためには 1 月から××をしなければならない」と具体的

な数値・数字目標を立てようとしがちです。 

わが子の翌年に期待するのは、保護者としては当然のことだと思います。彼

ら／彼女らは常に「これ以上、親に迷惑をかけたくない」「働いて親を楽にし

てあげたい」と思っていますので、期待されることを素直に喜ぶでしょうし、

その瞬間は“よし、頑張ろう”と前向きになります。 

しかし、家族の団欒が終わり、自分ひとりになると、保護者の期待に応えな

ければならないというプレッシャーに晒されます。「働けるようになるために

は、○月までには××をしていなければならない」と、目標達成のために逆

算で物事を考えに考えてしまって、不安が増長することがあります。また、

スタートを切るなら早いほうがよいと、翌年から始めることを、無理に年内

からスタートさせてしまい、うまくいかなくなって自己嫌悪に陥ってしまっ

た例もあります。 

そんな状況を避けるためにも、“来る年”への期待はし過ぎない。プレッシャ

ーをかけない。を徹底していただきたいと思います。年が明けると同時に、

前向きに、急がず、自分のペースで自立に歩を進められる。そんな環境作り

をお願いします。本年も一年間誠にありがとうございました。来年も皆様と

協力しながら、若者と社会をつないでいきたいと思います。 

（文責/センタースタッフ・工藤 彰子） 


